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1.はじめに 

 2011年 3月 11日に発生した大津波は，名取川を

6-8km程度遡上したとされる 1, 2）．この大津波に伴い，

本来，淡水で礫河床であった流域に塩水が流入し，

ヘドロや砂といった堆積物が運ばれてきた．これら

のかく乱は淡水生態系に対して大きな影響を与えた

ことが考えられる．津波による河川底性動物群集の

かく乱の特徴として, 影響範囲が下流域のみである

点が挙げられる. 洪水や汚濁によるかく乱の場合, 

その影響範囲は上流域から下流域の流域全体となる. 

一方で, 津波によるかく乱の場合は下流域のみが影

響を受け, 上流域は影響を受けない. したがって, 

上流からの底生動物の流入により，群集の回復は通

常のかく乱よりも早く行われる可能性がある．これ

まで，洪水や汚濁による底性動物相への影響とその

後の回復過程の研究は多く行われてきた。しかし、

津波による河川底性動物群集への影響評価と回復過

程の調査は過去に例がない。以上より本研究では, 

名取川水系の下流域を対象として，津波の遡上が

底生動物群集へ与えた影響の評価とかく乱後の

回復過程の調査を行った.  

 

2. 方法 

 名取川水系内の 5地点を調査対象として底性動物

群集の調査を行った（図 1）.名取川水系は主に名取

川本川の流域と広瀬川流域に分かれる．St.1, 2, 3は

名取川本川に，St4, 5は広瀬川流域に位置する．

それぞれの地点の河口からの距離は約 6km, 7km, 

8km, 6.5km, 7.5kmである．St.1は 4m程度の水位

変動が見られた地点である．5月時調査時点では

退色した竹林が見られた（図 2）．St2は名取川本

川における津波の到達点とされている 1)．また St3, 

4, 5は河道内の浸水が見られた地点である 2)．さ

らに St1, 2は 2010年 8月，St3では 2010年 11月

に東北大学による底性動物群集の調査が行われ

ている．また，St5では 2005年に水辺の国勢調査

による底性動物群集の調査が行われた． 

 底性生物の採取は 2011年 5, 7, 9, 11の計 4回行っ

た．5月度および 7月度調査の間には梅雨による出

水が，9月度および 11月度調査の間には台風 15号



による出水が見られている．また，9月度の調査で

は同台風の影響により St4と St5の調査を行うこと

ができなかった．底性動物の採取は Dフレームネッ

ト（メッシュサイズ：250µm）を用いたキックネッ

ト法で行った．底性動物の採取は河道内のあらゆる

生息場で行われた．また同時に各地点で緯度, 経度, 

水温, pH, EC, 付近の環境や河床の状態の各項目に

ついての記録を行った. 採取した底性動物は採取後

すぐに 99.5%エタノールを用いて固定した．実験室

で底生動物と底泥や有機物を分離し，実体顕微鏡

（LEICA , MZ AP0）を用いて水生昆虫の同定を行

った．同定は日本産水生昆虫―科・属・種への検

索 3)に従った. その後，各地点，各調査時期の分

類群数とゴカイ類の有無をまとめた．水辺の国勢

調査による分類群数データと本研究によるデー

タは一部分類の精度が異なるため，精度の低い方

に合わせて分類群数を算出した． 

 

3. 結果と考察 

 表 1に各地点，各時期の分類群数を記載した．津

波によるかく乱前と 5月度調査の分類群数比べると，

St1および St5ではかく乱後に種数が大幅に減少し

ていた．一方で St2および St3はかく乱の影響がほ

とんど見られなかった．また，St1は全調査期間を

通して大きな分類群数の変動は見られなかった．表

2に各調査地点および各調査時のゴカイ類の有無を

記載し．調査対象とした 5地点において，過去の調

査データではゴカイ類は観測されていなかった．し

かし，かく乱後の 5月には St3以外の全地点でゴカ

イ類の生息が確認された．その後，ゴカイ類の生息

地点は徐々に減少し，11月度にゴカイ類が確認され

たのは St4のみとなった． 

 分類群数のデータより河口から最も近い 2地点

(St1, St4)では，底性動物群集が津波による攪乱の影

響を大きく受けたことがわかる. 一方で，St.2では，

ゴカイ類が観測されている一方で分類群数の減少は

少なかった. このことから St.2では津波によるかく

乱が起こったが，5月度の調査までの間に上流の群

集からの移入があったか，もしくは本来の底性動物

群集が耐えうるレベルのかく乱であった可能性が考

えられる．ここで St2は上流からの移入により回復

したと考えると，St1も同様の回復が見られること

が期待される．しかし，どの時期の調査でも分類群

数は低いままである．したがって St2では上流の移

入があったのではなく，元来の底性動物群集が津波

によって大きくかく乱されなかったと考えられる．5 
月度の調査において分類群数が増加したこともこの

仮説を支持する．元来の生物群集に加えて，津波に

よりゴカイ類が移入してきたことにより，St2では

一時的に分類群数が増加したと考えられる． 
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